
患者様およびご家族様 
 

 当院は、治療を受けられる患者様の尊厳を守るため、車椅子ベルトやミトン

などの身体的拘束を極力行わないように努めております。 

                          宇治病院 病院長 平岡勇二 

 

 患者様の尊厳を守りつつ、安全な療養環境を整えていくことを目標にしま

す。 

車椅子ベルト、ミトン、つなぎ服、4 点柵については緊急やむをえない場合

を除いては実施いたしません。実施にあたっては、複数の医療従事者によ

る協議の上適切に実施し、適宜解除に向けての検討を行います。 

                         宇治病院 看護部長 樋口久子 

 

当院では、患者様の尊厳の保持のため、緊急

やむをえない場合をのぞき、 

身体的拘束を行わないように努め
ております。 

 

ご理解いただきますよう、よろしくお願いいた

します。 

 宇治病院 

 



身体的拘束の最小化のための取り組みとして以下を行っています 

● 身体的拘束最小化委員会の設置と多職種によるチームによる病棟巡回 

・ 身体的拘束の現状把握 

・ 身体的拘束解除に向けての改善策、代替案の検討・提案 

・ 代替用具の導入や環境調整 

● 身体的拘束最小化マニュアルの策定  

● 身体的拘束廃止に向けて職員への教育・研修 

● 認知症ケアの推進、認知症ケアマニュアルの策定 

身体的拘束実施状況（障害者施設等入院基本料 10対 1） 

2026年 6月 2026年 7月 2026年 8月 2026年 9月 2026年 10月 2026年 11月 

3.3％ 2.0％ 2.0％    

2026年 12月 2027年 1月 2027年 2月 2027年 3月 2027年 4月 2027年 5月 

      

 


